
=^

旭
日
重
光
章

一

立
石
　
義
雄
　
　
７８

貫
赳

殿
町瑞
宝
重
光
章

一

川
端
　
仲
也
　
　
７０

駆
莉

2017年 (平成29年)11子F

晴れの栄冠
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綬
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西
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旭
日
双
光
章

吉
田
　
敏
彦
さ
ん

蕊
）

元
日
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
理
事

＝
京
都
市
伏
見
区

元彗Б 楽 庁

内
田
氏
に
伊
功
労
勲
章

京
菫
桑
〈員
曇
基
長

交
流
強
化
に
尽
力

京
都
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
友

好
協
会
の
代
表
を
務
め
る

内
田
昌

一
上
京
都
青
果
合

同
名
誉
会
長

（８６
）
が
こ

国イ
タ
リ
ア
総
領
事
か
ら
功
労
勲
章
の
メ
ダ
ル
を

受
け
取

っ
た
内
田
氏
（
右
）
＝
京
都
市
下
京
区
・

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

競技の普及に尽力

の
ほ
ど
、
イ
タ
リ
ア
政
府

か
ら
功
労
勲
章
の
コ
ン
メ

ン
ダ
ト

ー
レ
章
を
受
け

た
。
京
都
で
イ
タ
リ
ア
に

´
日
本
生
ま
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
の
普
及
に
尽
力
し
た
。
日

本
連
盟
理
事
を
務
め
て
２０
年
余
り
。

京
都
や
近
畿
、
西
日
本
の
各
連
盟
の

理
事
長
も
歴
任
し
、
大
会
運
営
に
手

腕
を
発
揮
し
た
。

「成
功
さ
せ
る
と

自
信
に
な

っ
た
」
と
振
り
返
る
。

京
都
学
芸
大

（現
京
都
教
育
大
）

入
学
後
、本
格
的
に
競
技
を
始
め
た
。

鋼

技
者
と
し
て
大
し
た
成
績
は
な

い
」
と
謙
遜
す
る
が
、
京
都
市
の
中

学
教
員
と
し
て
■
９
６
■
年
秋
田
国

体
は
教
員
の
部
で
優
勝
。
指
導
に
も

励
ん
だ
。
競
技

へ
の
愛
着
は
今
も
強

く

「後
進
の
活
躍
を
見
守
り
た
い
」

と
語
る
。
　

　

　

（
田
中
俊
太
郎
）

関
連
す
る
多
く
の
事
業
に

携
わ
っ
た
功
績
が
評
価
さ

れ
た
。

内
田
氏
は
現
地
の
商
工

会
議
所
と

の
提
携
を
進

め
、
２
０
■
５
年
に
は
ミ

ラ
ノ
万
博
に
視
察
団
を
派

遣
ず
る
な
ど
、
文
化
と
経

済
の
両
面
で
の
交
流
強
化

に
尽
力
し
た
。

Ю
月
末
に
京
都
市
内
の

ホ
テ
ル
で
あ

っ
た
授
賞
式

で
、
在
大
阪
イ
タ
リ
ア
総

領
事
か
ら
勲
章
を
授
与
さ

れ
た
内

田
名
誉
会
長
は

「次
世
代
の
交
流
に
つ
な

げ
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語

っ
た
。

（今
野
麦
）


